
2024年度春季卒業時アンケート

アンケート実施期間：2025年2月10日（月）～ 4月30日（水）

卒業者数

(人)

回答者数

(人)

回答率

(％)

法学部 46 41 89.1

経営学部 85 78 91.8

保健医療学部

看護学科 79 78 98.7

健康スポーツ科学科 91 86 94.5

歯学部 109 96 88.1

計 410 379 92.4
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2024年度卒業時アンケート結果分析 

【 法学科 】 

 

2024年度も、学位記授与式終了後に学部単位で卒業時アンケートを実施した。昨年度

に続き、Microsoft Formsを使用したため、学位記授与式出席者については、全員の回収

ができたものの、学位記授与式への欠席者が複数名おり、当日、すべての回答を回収す

ることは困難である点は、今後、検討を要するものと思われる。なお、今回のアンケー

ト回答者は、41名であった。 

 

■大学生活を全般的に振り返って下さい。 

大学生活の達成感・充実感については、「大いにある」22名（53.7%）、「少しある」

15名（36.6％）と合わせて90.3%となっており、「全くない」0名が特徴的である。入学

時に比べて人間的成長した実感については「大いにある」26名（63.4%）、「少しある」

14名（34.1%）と合わせて97.5％と昨年度よりも13.2％増加しているが、この項目も「全

くない」0名が特徴的である。設問４で「大いにある」「少しある」の内訳をみると、①

人間的が28.9％、②幅広い知識・教養が16.7％、③専門知識が8.9％、④社会人としての

教養が22.2％、⑤コミュニケ－ション能力が23.3％、⑥語学力・その他は0％となってい

る。語学力で充実感「大いにある・少しある」が0％である点と、法律専門知識で充実感

「大いにある・少しある」が8.9％である点は、今後の学生の充実度のアップが望まれる

ところである。 

 

■大学生活で力を入れて取り組んだことは何ですか。 

特に大学生活で力を入れて取り組んだ内容については、幅広く教養を身に付けること

で「特に力を入れた」10名（24.4％）、「やや力を入れた」25名（61.0％）は合わせて

85.4％と最も多く、昨年度に比べて特徴的である。続いて、就職活動（インターンシッ

プ参加を含む）で「特に力を入れた」12名（29.3％）、「やや力を入れた」21名（51.2％）

は合わせて80.5％、アルバイトで「特に力を入れた」17名（41.5%）、「やや力を入れた」

16名（39.0%）も合わせて80.5%となっており２位タイを占めている。さらに人間関係を

広げることで「特に力を入れた」21名（51.2%）、「やや力を入れた」9名（22.0%）は

合わせて73.2%と続き、クラブ（体育会）活動やサークル活動で「特に力を入れた」13

名（50.0%）、「やや力を入れた」5名（19.2%）は合わせて69.2％となっている。 

資格取得（公務員試験の勉強を含む）で「特に力を入れた」11名（26.8％）、「やや

力を入れた」15名（36.6％）は合わせて63.4％となっている。よい成績を取ることで「特

に力を入れた」6名（14.6％）、「やや力を入れた」20名（48.8％）は合わせて63.4％と

なっている。資格取得（公務員試験の勉強を含む）への強化が、法律専門知識で充実感

を増すことの一因になると思われる。 



  

 

ボランティア活動で「特に力を入れた」10名（24.4％）、「やや力を入れた」14名（34.1％）

は合わせて58.5％である。就職活動に力を入れているかどうかについては、前述したよ

うに「特に力を入れた・やや力を入れた」と合わせて80.5%という結果となっており、

就職活動に力を入れている学生のうち、ボランティア活動に熱心な学生の比率は約73%

となっており、ボランティア活動に熱心な学生ほど就職活動に力を入れていると推測で

きる。 

語学(英語)能力の向上で「特に力を入れた」1名（2.4％）、「やや力を入れた」16名

（39.0％）は合わせて41.4％と非常に低い数値を示している。よい成績を取ることでは

前述のように63.4％とそれほど低い数値ではないので、語学（英語）で良い成績をとれ

る意識づけ・工夫が必要かもしれない。 

なお、クラブ（体育会）活動参加者については、「まったくしなかった」5名（19.2％）、

「あまりしなかった」3名（11.5％）は合わせて30.7%という結果になっており、積極的

に活動に参加できていない点は前年度の約20%強よりも増加しており、法学科における

体育系学生のこうした傾向は検討の余地があろう。クラブ（体育会）活動やサークル活

動の満足度については、24名中17名（70.8％）が「とても満足した」と回答し、「やや

満足」5名（20.8％）と合わせて91.6％が満足しており、今後も満足度を維持することが

良い方向へと繋がるものと思われる。 

 

■学生生活で満足できたものは何ですか。 

学生生活において満足できた点について見ると、授業以外の勉強を大学がサポートす

る体制については、「とても満足した」16名（39.0％）、「やや満足した」17名（41.5％）

と合わせて80.5%の学生が満足しており、同様に就職活動を大学がサポートする体制に

ついても、「とても満足した」25名（61.0％）、「やや満足した」13名（31.7％）と合

わせて92.7%の学生が満足しており、非常に高い数値を示している。なお、大学独自の

奨学金や資格取得支援金については、「とても満足した」14名（70.0%）、「やや満足

した」6名（30.0%）と合わせて100%の学生が満足しており、大学独自の奨学金や資格

取得支援金の満足度は100％となっており、経済的に学生をサポートすることの重要性

を感じ取れる。 

キャンパスの設備や雰囲気については、「とても満足した」8名（19.5％）、「やや満

足した」26名（63.4％）と合わせて82.9%が満足し、穂積駅からのスクールバスの利用に

ついては、「とても満足した」19名（54.3%）、「やや満足した」10名（28.6%）と合わ

せて82.9%の満足度となっているが、昨年度の満足度96.6%よりかなり満足度が低下し

ている。原因は一概には言えないものの、例えばJR遅延の場合のバス接続の対応等が一

因なのかもしれない。 

学習面について、自学自習のための設備（図書館を含む）において、「とても満足し



  

 

た」12名（29.3％）、「やや満足した」27名（65.9％）と合わせて95.2%の学生が満足し

ている。これに次いで高い数値を示しているのが、大学でできた友人関係であり、「と

ても満足した」22名（53.7%）、「やや満足した」16名（39.0%）と計92.7%であった点

は、大学入学後にできた新たな友人関係が大きな意味を持っているのかもしれない。 

講義面について見ると、履修できる科目の種類や配当学年については、「とても満足

した」17名（41.5%）、「やや満足した」19名（46.3%）と合わせて87.8%という高い数

値を示しており、現在の法学部カリキュラムについては、特に問題はないものと考えら

れる。 

 

■教員の学生への関りで満足できたことは何ですか。 

教員の学生への関りについて、①講義のわかりやすさにつき、「とても満足した」15

名（36.6％）、「やや満足した」20名（48.8％）と合わせて85.4％、②質問に対する丁寧

な対応につき、「とても満足した」15名（36.6％）、「やや満足した」23名（56.1％）

と合わせて92.7％、③専門科目の学習の興味を持たせたかにつき、「とても満足した」

が13名（31.7％）、「やや満足した」21名（51.2％）と合わせて82.9％と概ね高い数値

を示している。なお、④外国語を用いて交流する力を伸ばす点については、「とても満

足した」5名（12.2％）、「やや満足した」17名（41.5％）と合わせて53.7%という結果

となっている。前述したように、語学力で充実感「大いにある・少しある」が0％である

点を考えると、語学に対して、苦手意識の高い法学部生において過半数の学生が満足し

ている英語・中国語担当教員およびELSの努力は評価できるものの、引き続き、注視す

る必要があろう。⑤グループ学習の機会については、「とても満足した」11名（26.8%）、

「やや満足した」20名（48.8%）と合わせて75.6％であり、教員によって実施内容につ

き、差があることが否めない。学生（ゼミ生）数が少ない場合には、いくつかの専門ゼ

ミが協力・合流して、グループ学習を行うといった方法も考慮に入れる必要があると思

われる。生成AIとの共存の中で、法律専門知識に力を入れたグループ学習を通じて、デ

ィベートする力を育むことがこれまで以上に求められよう。⑥学生生活に関する相談対

応については、「とても満足した」15名（36.6％）、「やや満足した」21名（51.2％）

と合わせて87.8％であるものの、「あまり満足できない」5名（12.2％）（「全く満足で

きない」は0人となっているが）の結果を併せて考えると、学生対応につき、改善の余地

があるように思われる。 

 

■自由記述 

大学として今後特に改善してほしい点として、「夏のエアコンの効き」・「空調」、

「出席の取り方をしっかりして、授業に真面目に受ける学生に不平等が出ないようにし

てほしい」といった声がある。教員の学生への関わりで、今後特に改善した方が良い点



  

 

では「特になし」が大多数となっているが、「もう少し色んな先生と関わりたかった」

という記述もあり、今まで通り、専門ゼミ生をできる限り多くの教員で分担する必要性・

正当性を感じた。卒業にあたって後輩たちに残しておきたい言葉として、「就職支援課

のサポートを受けるべき」ほか、就職関係の回答が多く、AGO（就職支援課）の手厚い

サポートへの感謝の気持ちが自由記述から伝わってくる。 

 



【 経営学科 】 

 

2021 年 4 月に入学した 2024 年度の卒業生は、新型コロナウイルス対策として半年間

は遠隔授業を主に履修した。また昨年度の卒業生と比較した学生の属性として、入試区

分における高大接続推薦（会計）の割合が 21.6%→16.7%、スポーツ推薦の学生の割合

が 25.9%→12.8%と変化した。このような状況も踏まえてアンケート結果を分析する。 

 

１．大学生活を全般的に振り返って  

①達成感・充実感  

「大いにある」及び「少しある」と肯定的な回答が94.7%であるため、大部分の学生

が大学生活に達成感・充実感を持っていたと判断できる。過去6年間の推移は89.5%

（2019年度）→94.7%（2020年度）→86.1%（2021年度）→83.2%（2022年度）→84.5%

（2023年度）→94.7%（2024年度）である。新型コロナウイルスの影響により達成感・

充実感が低かったと推測される2021～2023年度に対し、2024年度は大きく回復してい

る。  

②人間的な成長 

「大いにある」及び「少しある」の回答が96.2%であるため、大部分の学生が人間的

に成長したという実感を持っていたと判断できる。過去6年間の推移は95.5%（2019年度）

→96.0%（2020年度）→91.3%（2021年度）→90.5%（2022年度）→91.4%（2023年度）

→96.2%（2024年度）である。達成感・充実感と同様に新型コロナウイルスの影響から

回復している。成長した点として、学生の66.7%が「人格的に」、44.9%が「コミュニケ

ーション能力」、39.7%が「社会人として意識」と回答した。一方、新型コロナウイルス

の対策で海外研修を中断したことが影響したためか、1.3%（1名）のみが「海外研修を

行い、海外の楽しさを知ることができた」と回答している。 

 

２．大学生活で力を入れて取り組んだこと 

 「大いにある」及び「少しある」の回答の割合について昨年度から上昇した項目は「良

い成績をとること」76.7%→84.6%、「幅広く教養を身につけること」80.2%→88.5%、

「人間関係を広げること」62.0%→70.5%、「資格取得」50.0%→58.9%、「就職活動」

74.1%→78.2%である。一方、下降した項目は「語学（英語）能力の向上」43.1%→38.5%、

「クラブ（体育会）活動やサークル活動（クラブ、サークルに入った人のみ）」76.9%→

62.7%、「アルバイト」69.0%→65.4%である。学生の属性の変化が影響している可能性

が考えられる。 

 

 



３．学生生活で満足できたもの 

「大いにある」及び「少しある」の回答の割合について昨年度から上昇した項目は「授

業以外の勉強を大学がサポートする体制」82.8%→88.5％、「就職活動を大学がサポート

する体制」77.6%→89.7％、「キャンパスの設備や雰囲気」84.5％→92.3％、「自学自習

のための設備」87.1％→96.2％、「穂積駅からのスクールバス（利用した人のみ）」92.8%

→94.9%、「大学でできた友人関係」86.2％→92.3％、「履修できる科目の種類や配当年

次」91.4％→94.9％である。一方、下降した項目は「クラブ（体育会）活動やサークル活

動（クラブ、サークルに入った人のみ）」92.5％→84.1％である。満足の割合は高いが、

学生の属性の変化により減少した可能性が考えられる。 

 

４．教員の学生への関わりで満足できたこと 

「大いにある」及び「少しある」の回答の割合は昨年度から全ての項目で上昇してい

る。「解りやすい授業を心掛けていた」89.7%→98.7%、「勉強に関する質問に丁寧に答

えてくれた」91.4%→96.2%、「外国語を使って交流する力を伸ばしてくれた」62.1%→

66.7%、「グループで課題に取り組む機会を設けてくれた」88.8%→92.3%、「学生生活

に関する相談に乗ってくれた」87.1%→98.7%、「専門科目の学習への興味を持たせてく

れた」91.4%→94.9%である。 

 

５．新型コロナウイルス感染症の影響 

 特に影響を受けた割合が高い順に整理する。1番目は「授業等、大学での学修」の76.9％

である。昨年度の69.0％から上昇している。遠隔授業の期間が半年間で、昨年度の卒業

生の1年半より短かったが、学生にとって影響が大きかったことになる。なお、自由記述

欄では遠隔授業について感謝の意見と改善の要望が半々である。 

2番目以降は、「ゼミ等、経営学部での友人や教員との交流」28.2％、「クラブ（体育

会）活動やサークル活動」26.9％、「アルバイト等、収入の確保」16.7％、「資格取得や

留学等、学外での活動」14.1％などと続く。多くの項目で昨年度より割合が下降してい

る。 

 

６．自由記述 

 各項目について参考となりそうな意見の一部をピックアップする（原文のまま）。 

① 学生生活について、大学として今後特に改善した方が良いと思うこと 

・WiFiが弱すぎて授業が滞ったことがあった 

・スクールバスの4限終わりの接続時間 

・3限終わりのバスの時間を調整して欲しい。3限が終わるのが2:40 

・夏教室が暑すぎるので使う前から空調管理してあると快適になる 



② 教員の学生への関わりについて、今後特に改善した方がよいと思うこと 

・プロジェクターを使う人を増やしたり使った上で分かりやすい講義にする 

・毎回アンケートなどをとって学生の授業の理解度を把握したほうがいい 

・もっとフレンドリーに接していってもいいと思う 

・もっと深い知識まで話して欲しかった 

③ 卒業にあたって後輩たちに残しておきたい言葉 

・インターンシップには必ず行くように 

・資格はとっおいて損はないから沢山とってください 

・就活は2年生の終わりから始める。 

・学ぼうと思えば学びに対しての応援が得られる場 



【 看護学科 】 

 

１．大学生活を全般的に振り返って 

「達成感・充実感」および「人間的に成長した実感」については、いずれも肯定的回

答（「大いにある」「少しある」）が95％以上と非常に高い水準であった。これは、学

科としての教育的支援や経験の蓄積が、学生の自己評価に良好に作用したものと考えら

れる。また「どのような成長を感じたか」については、「専門知識」、「幅広い知識・

教養」、「人間性」、「医療人としての意識」の順で高いことが分かった。「専門知識」

が高いことは、資格取得を重視する看護学科の教育の在り方が反映されている結果とも

考えられる。「医療人としての意識」が伸び悩む点に関しては、倫理観や責任感といっ

た内面的成長には時間がかかるためだと考えられる。今後はこれまでにも増して、実習

やシミュレーションなどを通じて、意識の形成を促す教育が重要である。 

 

２．大学生活で力を入れて取り組んだこと 

「特に力を入れた」または「やや力を入れた」の合算割合でみると、「国家試験受験

に関する勉強」については、最も取り組み度が高い項目となった。次いで「アルバイト」、

「就職活動」、「幅広く教養を身につけること」、「よい成績を取ること」であった。

一方で、「ボランティア活動」、「クラブ活動やサークル活動」、「語学（英語）能力

の向上」は、「まったくしなかった」「あまりしなかった」との回答割合が高い項目で、

この傾向は例年と同様であった。 

大学生としての幅広い活動に取り組むことよりも優先し、学修時間の多くを資格取得

に費やす学科の構造であり、学生もそのニーズが高い。しかし、社会人基礎力の向上に

も力を入れることで、専門職としての実践力だけでなく、対人関係能力や課題解決力、

チームワークといった多様な現場で求められる力を育むことができる。今後はカリキュ

ラム外活動の意義についても学生に働きかける工夫、あるいはカリキュラム自体を見直

していくことも課題である。 

 

３．学生生活で満足できたもの 

「とても満足した」と「やや満足した」の合算割合でみると、「大学でできた友人関係」

は100％の学生が満足と回答しており、人間関係の形成において高い成果が見られた。つ

いで「実習室の設備」、「就職活動を大学がサポートする体制」「大学独自の奨学金や

資格取得支援金」、「実習の環境（施設等）」、「アドバイザー制度 」は、90％を超え、

学生に肯定的に評価されていた。一方で、「キャンパスの設備や雰囲気」、「講義室の

設備」に対する満足度は比較的低く、自由記述からも、特に空調（冷暖房）環境への不

満は例年と同様に多く、快適な学修環境づくりが課題である。 



 

４．教員の学生への関わりで満足できたこと 

「とても満足した」と「やや満足した」の合算割合でみると、「勉強に関する質問に

丁寧に答えてくれた」は96.2％の学生が満足と回答しており、最も満足度が高い項目と

なった。ついで「学生生活に関する相談に乗ってくれた」、「看護職としての姿勢や将来

の進路を導いてくれた」、「解りやすい授業を心掛けていた」、「専門科目の学習への興味

を持たせてくれた」、「臨地実習の指導を丁寧にしてくれた」は、90％前後が肯定的に

回答しており、学生に親身に向き合う教員の姿勢がうかがえた。一方、「外国語を使っ

て交流する力を伸ばしてくれた」については、肯定的回答が32％と低かった。この結

果には、そもそも「学生自身が外国語を使って交流したい」という意思の有無が影響を

及ぼしていると推察されるが、今後のグローバル教育への取り組みでは、いかに関心を

高めていくか、ということが課題であると考える。また、教員による対応のばらつき

や、国家試験対策の温度差を指摘する声も自由記述に複数見られ、支援の一貫性が課題

として残る。 

 

５．新型コロナウイルス感染症の影響 

最も影響を受けた項目は「授業等、大学での学修」であり、65％以上の学生が該当

すると回答した。自由記述では「資料配布を希望」するニーズが読み取れた。 

 

６．自由記述（大学への要望、教員への意見、さらなる支援、後輩へのメッセージ）  

最も多く寄せられた大学への改善要望は「空調設備」であり、特に講義室の温度管理

に関する意見が集中していた。また、図書館の自習スペースや学修支援体制についても

改善を望む声が見られた。これは例年同様のニーズである。 

教員への意見としては、「国家試験対策の強化」などが例年よりも目立った。後輩へ

のメッセージとしても、「国家試験に向けた早期の取り組み」「国家試験に向けた勉強

方法のアドバイス」という励ましの言葉が多く寄せられ、先輩たちの学びの積み重ねが

次世代へのメッセージとしてしっかりと継承されていることが印象的であった。 

 



【 健康スポーツ科学科 】 

 

以下に「①大学生活全般の振り返り」、「②力を入れて取り組んだこと」、「③満足でき

たこと」、「④教員の学生への関わりで満足できたこと」、「⑤新型コロナウイルス感染症

の影響」、「⑥自由記述（大学として、教員の関りとしての改善点、卒業にあたって後輩

たちに残しておきたい言葉）」における回答結果を述べる。 

① 大学生活全般の振り返り：「達成感・充実感」、「成長した実感」は、肯定的回答がそ

れぞれ 97.7％と非常に高く評価された。どんなところが成長したかについては、「語

学力（6 名）」、「専門知識（21 名）」、「社会人としての意識（35 名）」、「幅広い知識・

教養（36 名）」、「コミュニケーション能力（44 名）」、「人格的に（67 名）」の順に高

い傾向が示された。学生は専門知識や幅広い知識・教養を得るだけでなく、人として

の総合的な成長を遂げていることが窺えた。この傾向は、前年度の結果と殆ど変わら

ないことも分かった。 

② 大学生活で力を入れて取り組んだこと:特に「クラブ活動やサークル活動（93.6%）」、

「人間関係を広げること（91.9%）」、「幅広く教養を身につけること（89.6%）」の肯

定的回答の割合が高かった。次いで、「アルバイト（75.6%）」、「就職活動（65.2％）」、

「よい成績をとること（65.1%）」が高割合であった。その一方で「資格取得（45.3％）」、

「ボランティア活動（40.7％）」、「語学（英語）能力の向上（39.6%）」に力を入れた

学生は少ないことが分かった。特に「人間関係を広げること」については、前年度よ

りも 12.9％も高くなっていることから、学生の対人関係の構築やコミュニケーショ

ンへの関心が高まっていることが示唆された。 

③ 大学生活で満足できたこと：全項目において肯定的回答が 90％を超えていることが

分かった。高い順に並べると「穂積駅からのスクールバス（100％）」、「大学でできた

友人関係（98.9％）」、「履修できる科目の種類や配当年次（96.5％）」、「クラブ活動や

サークル活動（96.2％）」、「授業以外の勉強を大学がサポートする体制（95.3%）」、

「キャンパスの設備や雰囲気（95.3％）」、「自学自習のための設備（95.3％）」、「大学

独自の奨学金や資格取得支援金（92.5％）」、「就職活動を大学がサポートする体制

（91.8％）」であった。先の通り、「履修できる科目の種類や配当年次」や「クラブ活

動やサークル活動」も高評価を受けており、学生の学習面およびクラブ活動面のニー

ズに応える環境の提供ができていると考えられる。この結果より、学業や学生生活の

様々な面で学生を支援する体制が整っていると考えられる。 

④ 教員の学生への関わりで満足できたこと：「外国語を使って交流する力を伸ばしてく

れた（66.3％）」を除いた全項目において高い評価が得られた。特に「解りやすい授



業を心掛けていた（100％）」、「勉強に関する質問に丁寧に答えてくれた（98.8％）」、

「学生生活に関する相談に乗ってくれた（98.9％）」、「専門科目の学習への興味を持

たせてくれた（98.8％）」、「グループで課題に取り組む機会を設けてくれた（95.4％）」

の肯定的回答の割合が 95％を超えていることから、教員の丁寧な対応・支援に対す

る満足度の高さが示唆された。 

⑤ 新型コロナウイルス感染症の影響：最も多くの影響を受けたのは「クラブ活動やサ

ークル活動（59 名）」と「授業等、大学での学修（51 名）」であった。次に生活費や

学費補填などの意味合いが含まれる「アルバイト等、収入の確保（19 名）」であった。

一方で「ゼミ等、本学科の友人や教員との交流（9 名）」、「就職活動等・卒業後の進

路選択（7 名）」、「資格取得や留学等、学外での学修（7 名）」、「病院への通院等、心

身の健康の管理（4 名）」は比較的少数であった。 

「感染症に対応して大学から実際に得られた支援、提供してほしかった支援」の自由

記述では、特に「リモート授業」、「オンデマンド授業」、「オンライン授業」、「遠隔授

業」、「動画配信授業」といった言葉が多く挙がった。新型コロナウイルス感染症の影

響を背景に、多様な形式の授業が提供・支援されていることが分かった。 

 

⑥ 自由記述：「学生生活について、大学として今後特に改善した方が良いと思うこと」

では、「授業中の生徒の態度」、「生徒の質の向上」、「生徒のやる気を出させること」

といった記述が目立った。授業の始まりにルールやマナーを明示することや、学習

内容とクラブ活動、将来の職業との結びつきなどを具体的に伝える必要性が窺えた。 

「教員の学生への関わりについて、今後特に改善した方が良いと思うこと」では、

「もう少し教員の方々と触れ合う機会があればいいなと思いました」、「もっとコミ

ュニケーションをとっていいと思います」、「相談できる環境」などが挙がったが、殆

どの学生が「なし」と記述していた。 

「卒業にあたって後輩たちに残しておきたい言葉」では、「頑張ってください」、「楽

しんで」などのポジティブな言葉が多く記述された。 

 

総じて、大学生活における評価は全般的に高く、大半の学生が達成感や充実感、成長

を実感していた。成長面では「人格的成長」や「コミュニケーション能力」、「社会人

としての意識」が比較的高く評価されたことから専門知識や教養の習得だけでなく、社

会人基礎力（学科で力を入れている）も養われていることが分かった。学生生活で最も

満足している点として「履修できる科目の種類や配当年次」、「クラブ活動やサークル活

動」、「授業以外の勉強を大学がサポートする体制」などが高評価されたことから、学業・



クラブ活動における学生のニーズに的確に応えていることが示唆された。教員との関わ

りでは高評価項目が多数あったが、中でも「解りやすい授業」や「学習支援」に対する

満足度が高い傾向が示された。教員が学習や学生生活への丁寧なサポートを行い、学生

の学びを促進させていることが窺えた。 

一方、新型コロナウイルスの影響が大きかったのは「クラブ活動」や「授業」であっ

たが、柔軟な学習・クラブ活動の支援を提供したことから肯定的な評価が得られていた。

自由記述の中で、一部の学生からは「授業態度の改善」や「生徒のやる気を引き出す工

夫」などが指摘され、対策の必要性が示された。本結果は学科内で情報共有し、今後の

運営並びに教育・学生指導の改善に役立てたい。 

 

 



【 歯学科 】 

 

１．大学生活を全般的に振り返って、「達成感・充実感はありますか」 

2024年度歯学部卒業生でアンケート回答者96名のうち、「大いにある（53名）」、「少

しある（35名）」と合わせて88名（91.6%） の卒業生が朝日大学での「学び」に達成感・

充実感を得ており、2023年度と比較して変化はなかった。その達成感・充実感の根拠と

しては、「専門知識（66名）」、「幅広い知識・教養（58名）」、「人間性（53名）」

と回答している。 

 

２．大学生活で力を入れて取り組んだこと 

「よい成績を取ること」に「力を入れた」者は78名（81.3%）、「幅広く教養を身に

つけること」に「力を入れた」者は86名（89.6%）、「人間関係を広げること」に「力を

入れた」者は72名（75.0%）、「クラブ、サークル活動」に「力を入れた」者は61名（63.5%）

であった。2023年度と比較して大きな変化を認めない。勉学に励むとともにクラブ・サ

ークル活動を通して人間関係を充実させることが大学卒業時の達成感・充実感を得るた

めに必要な「専門知識」、「人間性」、「幅広い知識・教養」などを育んでいるといえ

る。 

 

３．学生生活で満足できたこと 

「授業以外の勉強を大学がサポートする体制」に「満足した」者は81名（84.4%）、

「就職活動（マッチング）を大学がサポートする体制」に「満足した」者は70名（72.9%）、

「キャンパスの設備や雰囲気」に「満足した」者は74名（77.1%）、「自学自習のため

の設備（図書館を含む）」に「満足した」者は79名（82.3%）、「穂積駅からのスクール

バス（利用した人のみ）」に「満足した」者は52名（82.5%）、「大学でできた友人関

係」に「満足した」者は92名（95.8%）、「Moodieでの学習支援システム」に「満足し

た」者は86名（89.6%）、「講義室の設備」に「満足した」者は82名（85.4%）、「実習

室の設備」に「満足した」者は84名（87.5%）、「臨床実習（内容・施設・設備等）」に

「満足した」者は83名（86.5%）であった。「学生生活で満足できたこと」では、概ね

満足できたと回答していた。 

 

４．教員の学生への関わりで満足できたこと 

教員の学生への関わりでは、「英語を使って交流する力の育成」を除いて、高い満足

（81.3%~95.8%） が得られており、2023年度との比較では若干の上昇を認めた。「わ

かりやすい授業（講義資料、手法を含め）」に「満足した」者は89名（92.7%）、「勉

強に関する質問への対応」に「満足した」者は92名（95.8%）、「学生生活に関する相



談への対応」に「満足した」者は78名（81.3%）、「専門科目の学習への興味を持たせ

てくれたか」に「満足した」者は88名（91.7%）、「臨床実習の場で丁寧に指導してく

れたか」に「満足した」者は80名（83.3%）であった。一方、「英語を使って交流する

力の育成」については、満足した者は43名（44.8%）に留まるが、これは５学年での国

際交流（海外研修）に参加した学生と参加していない学生とでは交流する機会の有無が

異なるためと推察される。 

 

５．新型コロナウイルス感染症の感染拡大によって影響されたこと 

「授業等、大学での学修」と回答した者が96名中71名（74.0%）と最も多いが、2023

年度では84.7%であったことと比較すると学修面での影響は減少していた。次いで影響

されたことは「友人や教員との交流37名（38.5%）」、「クラブ・サークル活動37名（38.5%）」

であるが、2023年度では、「友人や教員との交流26名（26.5%）」、「クラブ・サーク

ル活動24名（24.5%）」であったことから、2024年度では共に増加傾向を示し、新型コ

ロナウイルス感染症の感染拡大の対策により、学修面以外での人との交流について、未

だに影響が少なくないことが示唆された。 

 

６．自由記載での回答 

・新型コロナウイルス感染症の影響について 

「配信で何度も見れるオンデマンド授業を続けてほしかった。」、「授業を長い期間

見返すことができたのはよかった。」、「６年生も遠隔講義を積極的に行ってもよかっ

たと感じた。」、「自分で勉強する習慣のない物にとってこのコロナ禍での勉強は6年間

の中でとても影響のある時期でした。なので、大学側に問題はなく自分自身の意識の問

題と感じます。」との記載がった。オンデマンド授業に関する意見が多いが、コロナ禍

でやむを得ず行われた対応であるが、おそらく成績上位者を中心に今後においてもオン

デマンド講義を一部でも取り入れることを希望している可能性が考えられた。 

 

・６年生専用の学修スペース（Agora） について 

学修スペース自体は概ね好評であるが、18時までの拘束について不満が少なくなかっ

た。またAgoraの終了時刻が22時で、もう少し長く（24時まで）使用したいとの意見が

あった。 

 

・大学に改善してほしいこと 

「施設環境（食堂、冷暖房、トイレ、図書館など）」と回答した者が16名おり、また

「バスの本数と発車時刻」についての意見も散見された。 

「特になし」と回答した者は47名（49.0%） であった。 



・教員の学生への関わりについて、今後特に改善した方が良いと思うこと 

「SGSもあり良いと感じた。」、「とても親身に話を聞いてくださり感謝していま

す。」、「フレンドリーな先生が多いのでいい感じ👌」、「今で充分すぎると思う」と

の好意的な意見が多かった。一方、「下位層に照準を合わせるのではなく、中間層に照

準を合わせてほしい。下位層はやる気がないので何を対策しても意味がないと思う。」、

「もっと質問しやすくして欲しい」、「授業に対するやる気の差」、「アゴラで質問が

まだあるのに、帰ってしまう先生がいらっしゃった。」など批判的な意見も散見され、

今後の更なる教員の質向上が必要とされていると考えられた。 

 

・もっと支援してほしいと思ったこと 

マッチングに関する回答が10名（10.4%）いたが、朝日大学だけでなく他施設の情報

が不足していることが背景にあるものと推察された。一方、「十分だと思います」、「特

になし」と回答した者は96名中62名（64.6%） もいるため、本学の取り組みについては

好意的にとらえている学生も多かった。「将来」、「進路相談」、「働き出した後の話

を聞きたかった。」などの卒後教育に関する情報を欲している学生が一定数いたため、

本学での進路説明会などを早期に複数回実施することで、本学で卒後研修を行うことを

選ぶ学生が増加するものと考えられた。 

 


